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1幼児と成人の比較による力量弁別特性における発達変化

























独自の測定方法 を考案 し種 々の検討 を行ってき















と成人に対 して実施 し,把握,肘 関節の屈曲及
び伸展時の同一力量に対する幼児 と成人の力量





































































































た.こ の場合,最 高5回 の試行において全ての
比較判断に正解が出現する確率は,正 否の回答
が 得 られ る確 率 が 等 しい と考 える な らば
3.125%〔(1/2)5〕とな り,一一般 に推測統計
において仮説の採否の基準 となる5%よ りも小





















さな値 になる.こ のような小 さな確率の現象が
生起 したならば,そ の判断の背後に何 らかの判
断基準が確立 されていると解釈できる.こ のよ
うな弁 別閾の決定 に関す る詳細 は先 行研究
10,11)に示した.
4.標準刺激と比較刺激
標準刺激(基 準 となる力量)は,5～6歳 の
幼児の各筋力発揮動作における最大随意筋力を
参 考に,1kgf(9.8N),2kgf(19.6N),3kgf
(29.4N)の3種類 とした.比 較刺激(比 較 さ
れる力量)の 変化幅は,弁 別閾が決定 されるま
での試行回数や1日 に実施可能な試行回数など













ない場合のt検 定を用いた.ま た,幼 児か ら成
人までの発達変化を評価するために平均値問の





に示す通 りである.把 握動作では,上 下弁別閾
と不確定区間の3変 量において全ての力量水準
で幼児の値の方が大 きく,幼児と成人の平均値
間に1%水 準で有意 な差異が認め られ た.ま
た,成 人の値に対 して幼児の値 は約2.1～3.2倍
であった.
2.肘屈曲動作
把握動作 と同様に,3変 量 とも全ての力量水
準において幼児の値の方が大 きく,幼児 と成人
の平均値間に1%水 準で有意な差異が認められ
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3.肘伸展動作
把握,肘 屈曲動作 と同様に,3変 量 とも全て
の力量水準において幼児の値の方が大 きく,幼
児と成人の平均値間に1%水 準で有意な差異が
































































り大 きかった.把 握動作に関 しては,最 大随意
筋力の変化率が力量弁別特性の変化率の約2～
3倍の値 を示 しているのに対 して,肘 伸展動作














発達は対応 して変化するこ とが予測 され るた




















達速度が異なることが示唆 された.ま た,最 大
筋力の発達率との明確な関連は認められなかっ
た.










1)浅 見 高 明,村 瀬 智 彦,渋 川 侃 二(1993):幼 児
の 上 肢 を 用 い た 力 量 弁 別 お よ び 評 価 特 性 に お け













6)水 谷 四 郎,奥 野 博,脇 田 裕 久(1973):日 本
人 の 肘 関 節 屈 筋 力 の 発 達 一IsometricStrength










9)村 瀬 智 彦,浅 見 高 明(1992):幼 児 の 上 肢 筋 に
お け る 力 量 知 覚 の 個 入 内 特 性.い ば ら き 体 育 ・
ス ポ ー ツ 科 学,7,1-6.
10)村 瀬 智 彦,浅 見 高 明(1993):幼 児 の 把 握 時 の
力 量 弁 別 特 性 と 力 量 弁 別 に 基 づ く 測 定 方 法 の 検
討.体 力 科 学,42,201-208.
11)村 瀬 智 彦,浅 見 高 明(1993):幼 児 の 把 握,肘
関 節 の 屈 曲 及 び 伸 展 時 の 力 量 弁 別 及 び 評 価 特
村瀬智彦 ・浅見高明 ・加藤雄一郎 ・平井 仁 7
性.体 育 学 研 究,38,25-33.
12)村瀬 智 彦,浅 見 高 明(1994):幼 児 の 把 握,肘
関 節 の 屈 曲 及 び 伸 展 時 の 力 量 弁 別 特 性 と 発 揮 力





14)末利 博,千 駄 忠 至,内 藤 憲 雄(1972):運 動
感 覚 の 発 達 に 関 す る研 究 一重 量 弁 別 と 発 現 筋 力
の 認 知 に つ い て 一.京 都 教 育 大 学 紀 要B,41,47
-58.
15)末利 博,千 駄 忠 至(1978):運 動 に 関 係 の あ
る 知 覚 ・感 覚 の 発 達 に つ い て の 追 跡 的 研 究.京
都 教 育 大 学 紀 要B,52,33-55.
16)Wolman.B.B.(1973):DictionaryofBehavioral
Sciences.VanNostrandReinholdCompany:
NewYork,NY.
